










表紙

学術情報処理センターにおける活動実績報告及び自己点検・評価書

所属 総合情報基盤センター
職名
氏名
評価対象年度
計画提出日
報告提出日
評価日
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教育

基準 目標 重み 実績 評価 該当なし
全般 0.2 3.75
教養教育科
目及び学部
教育科目の
担当

1) 担当コマ数に応じて以下の評点
とする。実質担当も含む。
・担当コマ数+2:1コマ担当以上担
当する教授、助教授、講 師)
・担当コマ数+3:1コマ担当以上担
当する助手)
2) 評点合計が5 を超える場合は、
5とする。

3 0

大学院科目
の担当

1) 担当コマ数に応じて以下の評点
とする。実質担当も含む。
・担当コマ数+2:1コマ担当以上担
当する教授、助教授、講 師)
2) 評点合計が5 を超える場合は、
5とする。

4 0

教育改善へ
の取組

2：取組がない
4：具体的取組がある
5：高く評価された取組実績があ
る

4 0

卒業研究、
大学院特別
研究の指導

4：指導している
5：特記すべきことがらがある

4 0

その他特記
事項

1
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研究

基準 目標 重み 実績 評価 該当なし

全般 0.3 4.4
審査付学術論

文

1) 過去3年間の審査付論文数(共著
も含む)によって評点を定める。
1：過去3年間に1編も論文がな
い。

2：過去3年間の論文が2編に満た
ない。

3：過去3年間の論文が2編以上
4：過去3年間の論文が6編以上
5：過去3年間の論文が10編以上

5 0

口頭発表 1) 過去3年間の口頭発表論文数(共
著も含む)によって評点を定める。
1：過去3年間に1編も論文がな
い。

2：過去3年間の論文が3編に満た
ない。

3：過去3年間の論文が3編以上
4：過去3年間の国際会議論文が3
編以上

5：過去3年間の論文が10編以上

4 0

学内外との共

同研究

2：取組がない
4：具体的取組がある
5：高く評価された取組実績がある

4 0

外部資金への

応募

1) 過去3年間の研究代表者として
の応募・獲得(継続を含む)によって
評点を定める。

1：過去3年間、応募・獲得がな
い。

2：過去3年間、応募が1回以上
3：過去3年間、応募が3回以上
4：過去3年間、獲得が1回以上
5：過去3年間、継続して獲得

5 0

センター業務

と連携した研

究テーマ

2：取組がない
4：具体的取組がある
5：高く評価された取組実績がある

4 0

その他特記事

項

1
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国際交流社会貢献

基準 目標 重み 実績 評価 該当なし
全般 0.1 3.6
留学生の受
け入れ・派
遣・指導

2：取組がない
4：具体的取組がある
5：高く評価された取組実績があ
る

2 0

国際会議等
への参加

1) 過去3年間の参加数(国内開催も
含む)によって評点を定める。
2：過去3年間に1度もない。
3：過去3年間に1度以上
4：過去3年間に3度以上
5：過去3年間に6度以上

4 0

学内外の国
際協力・交
流事業への
参加

2：取組がない
4：具体的取組がある
5：高く評価された取組実績があ
る

4 0

学内、国内
外の情報化
推進支援

2：取組がない
4：具体的取組がある
5：高く評価された取組実績があ
る

4 0

学会活動・
学外委員会
活動

2：取組がない
4：具体的取組がある
5：高く評価された取組実績があ
る

4 0

その他特記
事項

1
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組織運営

基準 目標 重み 実績 評価 該当なし
全般 0.2 5
大学運営へ
の参画

2：取組がない
4：具体的取組がある
5：高く評価された取組実績があ
る

5 0

センター運
営等

2：取組がない
4：具体的取組がある
5：高く評価された取組実績があ
る

5 0

その他特記
事項

1
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研究教育支援

基準 目標 重み 実績 評価 該当なし
全般 0.2 4
システム開
発

2：取組がない
4：具体的取組がある
5：高く評価された取組実績があ
る

4 0

システム運
用

2：取組がない
4：具体的取組がある
5：高く評価された取組実績があ
る

4 0

情報化に関
わる企画・
調査・評価

2：取組がない
4：具体的取組がある
5：高く評価された取組実績があ
る

4 0

研究教育利
用支援

2：取組がない
4：具体的取組がある
5：高く評価された取組実績があ
る 0 1

ネットワー
ク利用支援

2：取組がない
4：具体的取組がある
5：高く評価された取組実績があ
る 0 1

学内、国内
外の情報化
推進支援

2：取組がない
4：具体的取組がある
5：高く評価された取組実績があ
る 0 1

その他特記
事項

1
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自己点検評価

領域 自己点検評価 実績
評点

重み 重み
つき
評点

センター長評価 実績
評点

重み
つき
評点

教育 3.75 0.2 0.75
研究 4.4 0.3 1.32
国際交流・
社会貢献

3.6 0.1 0.36

組織運営 5 0.2 1
研究教育支
援

4 0.2 0.8

総合評価 1 4.23
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佐賀大学総合情報基盤センターにおける職員の個人評価実施基準 

 (趣旨) 

第１ この実施基準は，国立大学法人佐賀大学における職員の個人評価に関する実施基準

(平成１７年９月２７日制定。以下「個人評価実施基準」という。)第３に基づき，佐賀

大学総合情報基盤センター(以下「センター」という。)における職員の個人評価の実施

に関し，必要な事項を定める。 

(評価体制) 

第２ センターの個人評価に係る実施組織は，センター運営委員会が別に定める評価専門

委員会とする。 

２ センターが行う個人評価の対象とする職員は，センター専任の教員及び専任の技術職

員とする。 

 (点検・評価項目及び評価基準等) 

第３ 点検・評価は，次の各号の区分に応じて，当該各号に定める領域ごとに，個人の活

動実績及び改善に向けた取組について行う。 

(1)  教員 教育，研究，国際交流・社会貢献，組織運営，教育・研究支援 

(2)  技術職員 教育・研究支援 

２ 総合情報基盤センター長(以下「センター長」という。)は各領域の点検・評価項目及

び評価基準を定め，公表する。 

３ 各領域の点検・評価は，第４第２号に定める活動実績報告書によるものとする。 

４ 各職員は，各職員の個性を生かす評価を行うため，自己の職種，職務，能力，関心な

どを勘案して各評価領域における達成目標及び活動ウェイト「重み」配分を予め設定し

て申告する。 

５ 達成目標及び重み配分の設定は，別に定める「総合情報基盤センターにおける個人達

成目標及び重み配分の指針」に基づき行う。 

 (評価の実施方法) 

第４ 点検・評価は，次の方法・手順で，個人の活動実績及び改善に向けた取組について

行う。 

(1) 各職員は，毎年５月末までに個人目標申告書(別紙様式１)を作成し，センター長に
提出する。 

(2) 各職員は，毎年５月末までに前年度の活動実績報告書(別紙様式２)及び自己点検・
評価書(別紙様式３)を作成し，センター長に提出する。 

(3) 評価専門委員会は，毎年８月末までに各職員の個人目標報告書，活動実績報告書及
び自己点検・評価書に基づき，本学及びセンターの目標達成に向けた活動という観

点から審査し，これらを基に評価を行う。審査に当たり，評価専門委員会は，審査

の公正性を確保するために，必要に応じて他の職員から意見を求めることができる。 



(4) 総合評価に際しては，各職員から申告された重み配分を考慮する。 

(5) センター長は，自己点検・評価書に評価結果を記入した個人評価結果(別紙様式４)
を当該職員に封書で通知する。 

(6) 各職員は，個人評価の結果に対して不服がある場合には，通知後１週間以内に不服
申立書(様式任意)をセンター長に提出することができる。この場合において，セン

ター長は，評価専門委員会において当該職員から意見を聴取する機会を設ける。 

(7) 評価専門委員会は，不服申立書を提出した職員からの意見を聴取の上，必要と認め
られるときは，再審査・評価を行う。再審査に際し，評価専門委員会は，先行する

審査に際して意見を求めた職員以外に，更に必要と認められる者から意見を求める

ことができる。 

(8) 再審査・評価の結果は，センター長から当該職員に封書で通知する。 

(9) センター長は，センターの個人評価結果の集計と総合的分析を行い，結果を学長に
報告する。 

 (評価結果の活用) 

第５ 評価結果の活用については，国立大学法人佐賀大学大学評価の実施に関する規則

（平成１７年３月１日制定）によるもののほか，次の各号によるものとする。 

(1) 各職員は，自己の活動状況を点検・評価し，自己の活動改善の資料とする。 

(2) センター長は，各職員の活動状況を点検・評価し，センターの活動改善の資料とす
る。 

 (評価結果の公表等) 

第６ 評価結果は，センター運営委員会に報告するとともに公表する。 

２ 個人の評価結果は，本人以外に開示しない。 

３ 前２にかかわらず，センター長，副センター長及び評価専門委員会委員は，必要に応

じて，個人目標申告書，活動実績報告書，自己点検・評価書及び個人評価結果を閲覧す

ることができる。 

 

附 則 

１ この実施基準は，平成１８年４月２０日から施行し，平成１８年２月１日から適用す 

る。 

２ 平成１７年度の職員の個人評価実施の試行に伴う日程は，別に定める。 

３ 佐賀大学学術情報処理センターにおける職員の個人評価実施基準は，廃止する。 



  総合情報基盤センターにおける個人達成目標及び重み配分の指針 

 

1 教員の個人達成目標 

1.1 教育に関する目標 

 ・学部の教養教育科目及び専門教育科目を担当する。 

 ・大学院の授業科目を担当する。 

 ・シラバスを作成・公開し，教育内容の向上に努める。 

 ・教育方法の改善に努める。 

 ・学部学生の卒業研究及び大学院学生の研究指導を担当する。 

 

1.2 研究に関する目標 

 ・審査付き学術論文誌に論文を発表する。 

 ・国際会議及び国内会議において，研究発表を行う。 

 ・学内外と共同研究を推進する。 

 ・研究代表者として科学研究費補助金などの公募に応募する。 

 ・センター業務と連携した研究テーマを推進する。 

 

1.3 国際交流・社会貢献に関する目標 

 ・留学生の受入れ，派遣及び指導を行う。 

 ・国際会議等に参加する。 

 ・学内外の国際協力・交流事業に参加する。 

 ・学内及び国内外の情報化推進支援を行う。 

 ・学会での委員・役員及び学外の委員などの活動を行う。 

 

1.4 組織運営に関する目標 

 ・全学の委員会等に参加し，大学の運営に貢献する。 

 ・センターの運営に参加する。 

 

1.5 教育・研究支援に関する目標 

 ・新規サービス又は既存サービスの改善に向けたシステム開発を行う。 

 ・センターのサービスするシステムの運用を行う。 

 ・情報化に関わる企画，調査及び評価を行う。 

 ・センターの施設及び設備の管理を行う。 

 ・センターシステムの研究教育利用を支援する。 

 ・学内ネットワークヘの接続及び利用を支援する。 

 ・学内及び国内外の情報化推進支援を行う。 

 

2 技術職員の個人達成目標 

2.1 教育・研究支援に関する目標 

 ・新規サービス又は既存サービスの改善に向けたシステム開発を行う。 

 ・センターのサービスするシステムの運用を行う。 

 ・情報化に関わる企画，調査及び評価を行う。 

 ・センターの施設及び設備の管理を行う。 

 ・センターシステムの研究教育利用を支援する。 



 ・学内ネットワークヘの接続及び利用を支援する。 

 ・学内及び国内外の情報化推進支援を行う。 

 

3 重み配分 

 重み配分は，各領域ごとに設定し，全領域の合計が１となるように設定する。

学術情報処理センターが少人数の組織であり，各職員が異なる担当業務を有する

ことから，重み配分の基準を設けず，各職員の自己申告とする。 

 

附 則 

１ この指針は，平成１８年４月２０日から施行し，平成１８年２月１日から適 

用する。 

２ 学術情報処理センターにおける個人達成目標及び重み配分の指針は，廃止す 

る。 


